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地域おこし協力隊活動報告会地域おこし協力隊活動報告会
域おこし協力隊の活動報告会が３月１２日（火）に
虹のプラザ中会議室で開催され、香坂明さんと遠

藤舞子さんの２人が来場者８０人に向けて今年度の取り組
みを報告しました。
　２人は着任２年目のテーマを、地域間の交流や人との
つながりを作ることとしていて、友好交流協定を結ぶ宮
城県涌谷町の協力隊との共催による「わくやキッチン」
や活動拠点KOEnoKURAで開催したイベント、東京都
で開かれた移住希望者向けのセミナーへの参加などの取
り組みを紹介しました。さらに、北村山地域で活動する
協力隊を招いたトークショーもあり、来場者も交えて、
活発なやり取りが交わされていました。

地

人が集う場づくりの手法学ぶ人が集う場づくりの手法学ぶ
岡県富士吉田市の元地域おこし協力隊員で、移住者
支援や市内外から人が集うイベントの企画などを

行う赤松智志さんによるトークイベントが３月７日（木）
にKOEnoKURAで開催されました。
　これは、昨年から行われている協力隊の自主企画
「KOEnoLAB」の第５弾として行われたもので、赤松さ
んは町内外から参加した２０人に向けて、富士吉田市で取り
組んできた空き家再生プロジェクトなどの経験から、人が
集う場所やイベントづくりのポイントを紹介しました。
　講演のあとには参加者同士の交流会があり、互いの活動
を紹介し合ったり、課題解決のヒントを得ようと積極的な
交流が行われました。

静

町内のとんとむがす集めた本が完成町内のとんとむがす集めた本が完成
石田とんとむがすの会（海藤三重子会長）が町内
に伝わる民話や伝説などをまとめた「大石田のと

んとむがす」が完成し、３月５日（火）に町内小中学校
の校長先生に手渡されました。
　これは、小中学校や町内会などで昔語りの活動を行っ
ている同会が、結成１０周年を記念して作成したもので、
会員らが丸２年かけて町内のお年寄りなどから聞いた
り、資料を収集するなどして集めた話をまとめ、挿絵や
写真も町内の方の協力による手作りの民話集です。町内
でも異なる方言の表現などにこだわったもので、約５０篇
が収められています。本は各小中学校のほか町立図書館
にも所蔵されています。
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　消防団出初式が３月３日
（日）に四日町から本町まで
の通りを会場に行われました。
消防団員約１５０名と消防ポン
プ自動車など１８台が参加し、
一斉放水や三浦清孝団長を先
頭にした統率のとれた分列行
進などで士気の高さを披露し
ていました。
　春は空気が乾燥して火事が
起こりやすくなります。火の
始末には十分注意しましょう。

　スポーツ大会出場激励金交付式が12
月25日（火）に役場町長室で行われま
した。これは、全国大会や東北大会等
に出場される方を激励するために交付
されるものです。今回激励金が交付さ
れたのは次の皆さんです。
黒沼暉生さん（大石田中３年）
井上斗彩さん（大石田中３年）
遠藤大騎さん（大石田中２年）
八鍬修平さん（大石田中２年）
遠藤太胡さん（大石田中２年）
松沢虹大さん（新庄信用金庫・川端）
齋藤元希さん（筑波技術大学２年）

７名の選手に
スポーツ激励金を交付

火事なく 安全な町に
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